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お たきじんじや わくみず

御瀧神社の涌水

光明寺町内会

８゙ ９

6 月

伊達郡随一の名水として誇る「御瀧神社の涌水」は、上を大瀧、

下を小瀧と呼び二ヶ所に出ています。およそ900 年前はお湯が出て

いたと言われ、のちの大地震 により生水に変わったと伝えられてい

ます。その後私たちの祖先が居住しこの地区を湯沢村と呼んだそう

で。水源地は宮城蔵王付近かと思われます。地元では古くから生活

用水。水田のかんがい用水として利用され、現在も幅広く活用され

ており日常生活に欠くことができません。

毎年４月には涌水周辺の一斉清掃を行い、４月16日、17日は御瀧

神社の祭礼が行われます。また、毎月１回、神社境内の清掃を実施

し、その保存に努めてい ます。 （町内会長　桜沢太一郎さん談）



7 月 は河川愛護月間

川はきれいに!!
～河川に生息する生物調べ～

七

月
は
河
川
愛
護

月
間
で
す

。

私
た
ち
の
ま
わ
り
に

は
、
大
小
の
た
く
さ
ん
の
河
川
が
あ
り
、

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活

に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
河
川
は

、
き
れ
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
と
も
汚
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
ら
を
判

定
す
る
の
に

、
河
川
に
生
息
す
る
生
拘
の
種
頬

を
調
査
す
る
「

生
物

学
的
水
質
調
査
」
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、

昭
和
六
十
二
年
五
月

に
引
き
続
き
、
去
る
五
月
三
十
日
に
、
町

内
主
要
河
川

十
か

所
で

こ
の
「

生
物
学
的
水
質
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
結
果
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

水
は
、
私
た
ち
に

潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
手
で
き
れ

い
な
河
川
を
と
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ滝川（内谷字西堂）

河 川 に 生 息 す る 生 物 調 べ

調 査 河 川 ぉ よ ぴ 鳩 所
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 物

前　　　　 回（昭和62年５月） 今　　　　 回（平成元年５月）

１
上　　　 泉　　　 川

(旧小坂峠入口付近)
シマトビケラ３　ヒラタカゲロウ類４
その他のカゲロウ類３　ヘビトンボ１

カワゲラ類４　ヘビトンボ類１

２
滝　　　　　　　　 川

(内谷字西堂)
ヒル類９　ミズムシ７
ヒゲナガトビケラ２

カワゲラ類２　ヘビトンボ類３
ヒル類５　ミズムシ２

３
竜　　 謾　　 院　　 川

(藤田字中沢)
ヒル類16　ミズムシ50

ヒル類15　ミズムシ１
セスジユスリカ３

４
普蔵川・佐久関川合流点

(徳江字前原)

ヒラタカゲロウ類２　ヘビト ンボ１

ヒル類３　ミズムシ４　イト ミミズ類８
カゲロウ類３　サホコカゲロウ３
ヒル類20　ミズムシ４　セスジユスリカ５

５
滝

(藤１ 字琲為　　
川

ヘビトンボｌ　 ヒル類５ ヒル類25　ミズムシ３

６
滑（なめり　　がゎ）川
（森山字概ノ内）

ヒル類24　ミズムシ４ トビケラ類２　ヒル類16　ミズムシ４

７
武　　 士　　 沢　　 川

(大木戸字細蕨)
ウズムシ類３　プユ類２　カワゲラ類３
ヘビトンボ11　カゲロウ類１

カワゲラ類３　トビケラ類２

８
牛　　　 沢　　　 川

(光明寺宇車)
ヒル類10　ミズムシ37 ヒル類９　ミズムシ８

９
牛　　　 沢　　　 川

(西大技字築舘)
プユ類１　ヒル類８　ミズムシ４
イトミミズ類３

トピ　ラ類３　カゲロウ類２
ミ
甓

シ10 カホコカゲロウ２

10
滝川･ 阿武 隈川 合流 点

(川　 内)
カゲロウ類３　ヒル類６　ミズムシ５ サホコカゲロウ12　ヒル類３



Ａ牛沢川（西大枝字築館） ▲滝Jll・阿武 隕J11合 流点 （川内 ）

▲滝jll ｛皿田 事滑沢 ｝

△ 電 増 院 .川 （轢田字 中沢）

○きれいな水口 ）の指環生物

＠ き掌1いな木り １と少しよこれた木｛ 剔 との共通指標生物

●少しよごれた劇U;　

のIS呷i 掵
○きたない搴(ｒ の卯甲生物 ●きたない水(■)　

と大夐きたない享

{l} との共遠の

酊il 物

＠ 大変 きたない 水4川 の柘丿霜生祐



贈り物

194人が協力

五

月
二
日

、
移
動
採

血
車
二

台
が
来
町

し
、
沢
屋
酒
店
前
、

一
心
堂
薬

局
前
を
は
じ
め

町
内
六
か

所
で

献
血
活
動
を
行
い
ま

し
た

。
当

日
は
、
冨
永
町
長
や
国

見
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
。

信
金
国

見
支
店
の
職
員
の

皆
さ

ん
が
タ
ス
キ

を
か
け
て

街
頭
に

立
ち

、
道

行
く
多

く
の

方
々

に
協

力
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
国
見
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ

ブ
か

ら
卵
三
千
個
、
福
島

信

用
金
庫
国
見
支
店
か
ら

ゆ
で
卵
五
百

個
、
国
見
薬
業
組
合
か

ら

栄
養
剤
百
五
十
本
の
協

力
を

い
た
だ

き
、
百
九
十
四

人
（

申

し
込

み
者
は
二
百
二
十
四

人
）
の

方
々

に
献
血
の
ご
協
力
を
い

た

だ
き
ま
し
た
。
ほ
ん
と

う
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順

不
同

・

敏
称
略

）

・
印
の
方
は
四
〇
〇

に
協
力
者
で
す
。

《
一
般
協
力
》

近

江

幸

江

石

幡

光

郎

安

彦
　
フ
　
サ

商

橋

勝

美

佐

藤

英

知

氏

家

艮

吉

大

塚

信

子

酒

井

恒

子

松

崎

盛

男

八

鳥

和

子

斎

藤

セ
ツ
子

小

西

美
佐
子

佐

藤

正
　
子

吉

田

美
智
夫

松

浦

市
太
郎

本

田

哇
　
子

曳

地

正

勝

阿

部

澄

子

・
阿

部

洋
　
一

市

川

公

子

’笠

松

金

次

・
岩

崎

直

樹

斎

藤

松

男

谷

津

陽

子

引

地

正

憲

横

山

孝

夫

佐

藤
　
　

旅

吉
　
附
　
　

実

小

丙

納
　

子

相

原

加
代
子

遠

藤

早

苗

後

藤

忠
　

一

菊

地

国

光

・
阿

曽

信
　

一

・
笠

松

勇

次

八

鳥

玲
　

子

吉
　

川

霧
美
子

奥

山

広
　

一

斎

藤

洋
　

二

尾

形

広

油

伊

東

芳
　

子

佐

藤

英
　

子

占

田

敏

江

佐

藤

ク
　

ニ

宍
　

戸
　

シ
ズ
エ

吾

妻

幸
　

二

佐

藤

直
　

子

・
廣

居

政

大

佐

藤

涛
　

一

阿

部

節

子

鈴

木

清
　

二

神

庫

和

子

大

谷
　
　

彰

秋

葉

多
希
子

・
高

檎

正

志

鈴

木

裏
由
美

武

田

之

利

斎

膝

ヒ
サ
子

濆

野

励

子

一
‘．の
輪

ミ
ド
り

樋
　

口

典

雄

赤

坂

正

弘

古

田
　

ヨ
シ
子

斎

藤
　
　

岬

宍

戸

隆
　

一

斎

藤

福

子

毟

井

栄

子

・
商

櫑

定

夫

八

巻

幸

子

《
瞳
商
含

半

沢

跨
7
.

《
国
見
竃
子
）

鈴

木

京

子

・
谿
　

田

道

夫

艮

尾

鴎

尨

菅

野
　
　

剛

化

藤

キ
ミ
ｆ

・
佐

藤

好

弘

（
東
東
エ
ン
ゼ
ル
）

人

関

正
　

子

篠
　
田

国

枝

・
阿

部

英

人

・
阿

部

典

昭

金

子

明

弘

佐
々
木

岬

志

・
鈴

木

信

也

《
圃

見
ガ
ス
住
宅
般
備
》

八

巻

１

代
１

商

橋

政

味

《
襠
梁
製
作
所
）

矢

日

富
士
ｆ

《
生
協
国
見
店
》

砦

藤

紀

ｆ

斎

藤

黽

ｆ

稲

村

あ
や
ｆ

鈴

木

ま
さ
子

《
国

見
タ
イ
ツ
》

市

山

ふ
じ
子

（
朽
木
繊
維
》

朽

木

好

秋

ぺ商
工
会
）

・
碕

水

正

春

羽

択

俊
　

一

佐
久
間
　

ツ
ヤ
子

奥

山

品

子

吉

田

と
き
子

・
他

苅

栄

治

本

間

恵

子

商

橋

芳

男

鈴

木

廣

茂

阿

部

民

子

參

沢

ア
サ
子

・
礦

本

粛
寿
男

阿

部

君

了

斎

藤

恵
笑
子

阿

郎

邦

維

山

崎

順

ぞ

徳

江

岬

典

・
松

浦

惣
　
一

渡

辺

采

子

八

巻
　
　

孝

穐

月

辰

也

粲
　

・

鴻
　
一

佐

藤

三
　
男

紺

野

良
　
一

武

川

秀

子

・
菅

野

昭

雄

佐
久
川
　
ヨ
　
ネ

安

彦

光

典

紺

野
　
　

徹

鈴

木

俊

博

宍
　
戸

哇

郎

佐
久
間
　
　

信

樋
　
口

久

弥

寮
　
　

喜
一
郎

渡

辺

勝

美

佐
久
間

尚

子

斎

膝

俊

夫

渡

辺

勝

弘

佐

謄

順

子

・
大

森

忠
治
郎

・
小

紫

番

雄

《
公
立
藤
田
総
合
病
院
》

坂

東

義

弘

遠

藤

ト
シ
子

《

森

江

野

小

学

校

》

鈴

木

康

子

《
国
見
町
農
協
》

・星

野

災

和

小

野

良

夫

村

ｈ

幸

平

佐

藤

利

夫

佐

藤

俊

子

佐

藤

邦

彦

佐

藤

古

茂

閣
　

口
　

正

敏

谷
　
口

賀
代
子

佐

藤

京

子

相

原
　
　

実

佐

一

政

子

佐

膝

畏
　
一

佐

藤
　
　

力

佐

解

洋
　
一

佐

藤

長

喜

熊

坂

チ
　
ェ

（
県
北
流
域
下
水
遭
建
般
事
務
所
》

三

浦

雄

三

阿

部

郁

男

竹

田

雅

夫

・
菱

沼

済

美

（
福
鳥
信
用
金
庫
国

見
支
店
）

渡

辺

和

美

八

巻

栄

作

菅

野

忠

夫

八

城

敏

康

《
国
見
町
役
場
》

冨

永

武

夫

遠

藤

喜

正

亀

岡

真
　
一

二
陪
堂

大
三
郎

阪

内

戦
三
郎

本

多

隆

仁

八

巻

忠

義

引

地

由

則



佐

藤

克

成

佐

藤

則

雄

井

砂

喜
代
予

宍

戸

浩

寿

武

田

正

裕

菅

野

信

朗

羽

観

洋
　
｝

蓬

田

恭

子

佐
久
間
　
　

正

佐
久
間
　
　

茂

阿

部

正
　
一

菊

地

軽

子

佐

藤
　
　

幸

武

田

友

江

松

禰

昭
　
一

吉

ｍ

輝

雄

安

藤

信

男

中

山

ミ
エ
子

鈴

木

哲

也

斎

藤

険

義

武

田

幹

夫

吉

田

義

勝

羽
根
田

孝

司

安

藤

幸

江

佐

藤

和

夫

暖かな心の

愛の献血に

朽
木
さ
ん
ら

2
7人
を
表
彰

～
町
献
血
推
進
協
議
会
～

町
献
血
推
進
協
議
会
が
四
月
二
十

五
日
、
町
柵
祉
セ
ン
タ
ー
で
関
か
れ

ま
し
た
．

席
上
、
献
血
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
．
十
回
以
上
の
献
血
協
力
者
に
感

謝
状
と
記
念
品
か
贈
ら
れ
ま
し
た
．

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
．

（

敬

林

略

）

五
十
回
以
上
　
▽
朽
木
好
秋
（
藤
田
）

四
十
回
以
上
　
▽
松
潮
惣
一
（
藤
田
）

▽
半
沢
豊
（
藤
田
）
　
▽
鈴
木
廣
茂

（
山
崎
）

三
十
回
以
上
　
▽
鑓
水
正
春
（
山
崎
）

▽
大
森
忠
治
郎
（
藤
田
）
　
▽
吉
田

と
き
子
（
藤
田
）
　
▽
廣
居
重
夫

（
森
山
）

二
十
回
以
上
　
▽
松
浦
新
一
（
大
木

戸
）
　
▽
徳
苅
栄
治
（
藤
田
）

▽
佐
藤
京
子
（
農
協
）
　
▽
曳
地
す

み
え
（
済
水
製
作
所
）
　
▽
伊
東
芳

子
（
山
崎
）
　
▽
秦
清
一
（
藤
田
）

▽
佐
久
間
ツ
ヤ
子
（
藤
ｍ

）

十
回
以
上
　
▽
本
田
政
子
（
国
見
精

機
）
　
▽
氏
家
長
吉
（
藤
田
）

▽
市
川
公
子
（
藤
田
）
　
▽
佐
藤
紀

子
（
小
坂
）
　
▽
菊
地
多
美
子
（
藤

田
）
　
▽
小
林
幸
夫
（
公
立
藤
田
総

合
病
院
）
　
▽
半
沢
ア
サ
子
（
生
協

国
見
店
）
　
▽
佐
藤
進
｛
福
信
国
見

支
店
｝
　
▽
松
浦
昭
一
（
役
場
）

▽
古
田
義
勝
（
役
場
）
　
▽
宍
戸
浩

寿
（
役
場
）
　
▽
武
田
正
裕
（
役
場
）

事
業
所
表
彰
　
▽
国
見
精
機
株
式
会

社
　
▽
清
水
裂
作
所
株
式
会
社

▽
福
粱
製
作
所
株
式
会
社

次回の献血車来町予定

７月17 日（月）

9:00 ～Ｕ:30 ’一小 坂小学 校繭1

12 :OO  ~ 13:（X）＼国 見精機前 （糲粱製 作所 ）

111:00 ～15 ：45 国 見町役場 梢

16:00 ～17:00; 清水 製作所前

～ご協力お願い,しま'す～

～健康ビデオを

お貸しします～
町保健課では、町民の皆さん及 び町内の事業所を対象に

「健康ビデオ」を貸し出しします。家族の健康管理に、職場

での健康管理に、ぜひご活用ください。

〈健康 ビデオ 目録〉

Ｏ高血丿不の泊療　Ｏストレスと消化器　〇肩こりのすべて

○腰の痛み　○赤ちゃんの栄養　○成人病は習慣痢

など46卷
〈貸し出 し条件 〉

○町内居住者及び町内事業所に限ります.

○返却は１週間以内にお願いします0  H  s テープ

Ｏ貸し出し料は無料です． ０政枝、保健踝にお申し込みく

ださい．　 （電話での受付けはいたしませλ）

群 しくは 保健だ より(７月 号)をご 覧く ださい。 お問い 合わ

せ は保 髄黒(Ｓ８５一一２ １ １ １ 。内線 １４ １ 、ｰ  4 2 )まで。

愛　それは献血

●7月は｢ 愛の血液助け合い運動｣



春
の
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
波
治
男
さ
ん
に

☆
勲
六
等
単
光
旭
日
章

大波治男さん

大
波
治
男
さ
ん
（
六
十
三
歳
、
徳

江
字
言
神
前
3
8）
は
、
昭
和
二
十
二

年
か
ら
昭
和
六
十
三
年
ま
で
四
十
一

年
間
の
長
期
間
に
わ
た
る
消
防
団
活

動
一
筋
の
功
績
に
よ
り
こ
の
た
び
の

叙
勲
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

昭
和
二
十
二
年
森
江
野
村
消
防
団

団
員
を
拝
命
以
来
、
国
見
町
消
防
団

分
団
長
、
国
見
町
消
防
団
副
団
畏
な

ど
の
要
職
を
歴
任
、
こ
の
間
、
予
防

消
防
の
推
進
の
た
め
定
期
防
火
診
断
、

防
火
査
察
、
巡
回
防
災
指
導
に
率
先

し
て
あ
た
り
。
住
民
へ
の
防
火
思
想

の
普
及
徹
底
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
三
十
六
年
、
消
防
に

か
け
る
情
熟
・
指
導
力
が
認
め
ら
れ
、

幹
部
団
員
の
推
薦
を
受
け
消
防
学
校

の
幹
部
教
養
分
団
長
科
に
入
学
。
昭

和
五
十
一
午
度
に
般
置
さ
れ
た
教
養

分
団
は
、
氏
の
知
識
と
行
動
力
の
成

果
で
あ
り
、
町
消
防
団
の
教
養
訓
練

体
制
は
、
大
波
さ
ん
の
地
道
な
活
動

に
よ
っ
て
定
着
し
ま
し
た
。

氏
家
長
吉
さ
ん
に

☆
勲
七
等
瑞
宝
章

氏家長吉さん

氏
家
長
古
さ
ん
（
六
十

）
歳
、
藤

田
宇
沢
田
二
、
４
の
2
2）
は
、
昭
和

二
十
五
年
、
自
衛
隊
の
前
身
の
警
察

予
備
隊
に
入
隊
。
以
来
、
宮
城
県
矢

本
。
長
野
県
松
本
、
石
川
県
金
沢
、

北
海
道
恵
庭
な
ど
の
各
部
隊
の
人
事

業
務
を
担
当
し
、
昭
和
五
十
二
年
陸

上
自
衛
隊
東
北
地
区
補
給
処
船
岡
弾

薬
支
処
総
務
科
長
補
佐
（
宮
城
）
を

最
後
に
定
年
退
官
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
誠
実
を
モ
ッ
ト
ー
に
血

の
通
っ
た
人
間
関
係
、
隊
員
相
互
の

俳
頼
を
樹
立
、
忠
実
に
職
責
を
果
た

し
、
そ
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ

叙
勲
の
栄
に
押
き
ま
し
た
。

氏
家
さ
ん
は
『
身
に
余
る
光
栄
で

す
。
人
事
業
務
は
縁
の
下
の
力
持
ち
。

若
い
隊
員
の
指
導
に
は
。
本
当
の
親

に
な
っ
た
つ
も
り
で
あ
た
り
ま
し
た
Ｊ

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

県
政
モ
ニ
タ
ー
に

高
橋
幸
子
さ
ん高橋幸子さん

平
成
元
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に

高
橋
幸
子
さ
ん
（
宮
町
北
・
三
十
六

歳
）
か
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
県
政
に
関
す
る
県

民
の
意
見
、
薺
望
な
ど
を
組
織
的
・

継
続
的
に
聴
取
し
、
行
政
の
参
考
に

す
る
た
め
般
け
ら
れ
た
も
の
で
、
任

期
は
平
成
元
年
六
月
一
日
か
ら
平
成

二
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間

で
す
。

高
橋
さ
ん
は
、
今
後
一
年
間
、
県

欹
に
つ
い
て
の
情
穣
、
意
見
、
薺
望

な
ど
を
提
出
し
た
り
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
、
県
民
代
表
の
一
人
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

梅酒

梅
の
実

が
実
る
季

節
で
す
。

菅

は

、
未
熟

の
梅
に
は

青
酸
が

あ
る

の
で
、

青
梅
を
食

べ
る
と
中

毒
す

る
と
子

供
た
ち
に
注

憲
し

た
も
の

で
す
。
で

も
、
最
近
は

そ
ん
な

こ
と

を
口
に

す
る
人
は
少

な
く
な

り
ま

し
た
。
飽
食
の
時
代
に
な

っ
て
、
青
梅
を
拾
っ
て
食

べ
る
子
な
ど
が
い
な
く
な

っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ

う
な
梅
干
し
で
す
が
、
そ

の
材
料
の
梅
も
最
近
は
輸

入
物
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

が
、
梅
酒
用
に
充
っ
て
い

る
青
梅
は
、
鮮
度
の
関
係

で
国
産
が
多
い
よ
う
で
す
。

都
会
で
は
梅
干
し
を
自
家
製
す

る
家
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

梅
酒
作
り
は
な
か
な
か
の
人
気
で

す
。
梅
の
実
と
、
砂
糖
ま
た
は
氷

砂
糖
を
焼
酎
（
し
ょ
う
ち
ゅ
う
）
に

漬
け
た
梅
酒
は
、
夏
の
暑
気
払
い

な
ど
に
ぴ
っ
た
り
の
飲
み
勧
で
す
。

梅
酒
を
自
家
用
と
し
て
つ
く
る

こ
と
が
酒
税
法
で
正
式
に
認
め
ら

れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
の
こ

と
で
す
。
自
分
で
消

費
す
る
た
め
に
、

酒

と
他
の

も
の
を
混

和
す

る
こ
と

は
酒
の
製

造
と
み
な

さ
な

い
と
い

う
こ
と

に
な
っ
た

わ
け
で

す
。

そ

れ
で
、

梅
の
ほ
か

に
、
い
ろ

い
ろ

な
果
実
を

焼
酎
な

ど
に
漬

け
て
桑

し
め

る
よ
う

に
な
り

ま
し
た
。

た

だ
し
、

果
実

の
う

ち
で

ブ
ド
ウ

だ

け
は
許

可
さ
れ
て

い
ま

せ
ん
。

と
こ

ろ
で
、

六
月
五
日

は
世
界

環
塊

デ
ー
。
そ
し

て
、
こ

の

日

を

初
日

と
し

た
一
週
間

が
環
境

週
間
で

す
。
今
年

の
キ
ーヤ
ツ
チ
フ

レ
ー
ズ

は

昨
年

に
引

き

続
い
て
「
み

ん
な
で

築
く
よ

り
よ
い

環

塊
」
で

す
。
こ

の
期
間

に

各
地
で

、
環
境

問
題
を

テ

ー
マ

に
し
た

行
事
が
行

わ

れ
ま

す
。
東

京
で
は
、

低

公
害
單
フ
ェ
ア
な
ど
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。



ふるさとの文化財
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そり は た

反 畑 舘 跡

菊　池　利　雄
▲反炬舘跡

反
畑
舘
は
、
塚
野
阯
村
と
境
を
接

す
る
徳
江
村
字
反
畑
地
内
に
あ
り
て
、

地
元
で
は
俗
称
舘
山
と
呼
ば
れ
る
中

世
の
遺
構
で
、
い
つ
の
時
代
、
誰
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
か
な
ど
臭
体
的
な

こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。

舘
の
南
側
は
阿
武
隈
川
の
氾
濫
原

と
の
比
高
か
約
一
〇
μ

を
は
か
る
段

丘
崖
を
な
し
、
北
側
は
半
田
沼
に
源

を

発
し
東

流
す
る

普
藏
川
（
μ

呱

い
る
．一
が

、
西
根
台

地
を
蛇

行
し
な

が

ら
台
地
面

を
深
く
下

刻
し
て

、
舘
付

近

で
は
比

高
が
約

一
〇
μ

ほ
ど
の
濺

い
浸
食
谷

を
形
成
し

な
が

ら
氾
濫
原

へ

と
流
れ

だ
し
、
佐

久
間
川

と
合
流

し
東

方
約
五
〇

〇
μ

の
地
点

で
阿
武

隈
川

に
落
ち
合

っ
て

い
る
．

舘

は
こ

の
段
丘
崖

と
贅

蔵
川
に
挾

ま

れ
た
塚

野
目
の
集
落

か

ら
東
に

延

び

る
、
舌
状

台
地
の
突

端
部
（
一
ほ

心
）

に
位

筐
し
、

普
蔵
川

と
南
側

に
広

が

る
氾

濫
原
上

の
後
背

漫
地
は

、
天
然

の
外

堀
と
し
て
機
能
し
．
加
え
て
北
・

東

・
南

側
の

三
方
は

急
峻
な

段
丘
崖

で
囲

ま

れ

た

、
要

害

地

上

に
立

地

し
て

い
る
．

防
御
面
で

の
弱

点
と
な

る
西
方

の
台
地

面
と

は
幅

が
約

一
〇

ａ

・

蔗
さ
は
不

明
の
空

堀
で

断
ち
切

ら
れ

、
独
立
丘

と
し
て

の
城

郭
を
形

成
し
て

い
る
．

舘

の
規
模
は
、
東
西
約
一
五
〇
μ

・

南
北

一
一

〇

～

七

〇
ｕ

の

変
則

的

な
四

辺
形
状
を

な
す
単

郭
式
台
舘

で
、

本
郭
は

略
四
辺
形

状
を

な
す
東

西
約

九
〇
ｕ

・
南
北
約

六
〇
μ

の
規

模
を

も
ち
、

削
平
の
状

況
は

良
好
で
あ

る
．

善

蔵
川

岸

の

北

側

に

は
底

輜

が
約

匸

一
ｕ

・
上
幅

が
約
三

・
七
μ

・
高

さ
か

Ｉ
・
二
μ

ほ
ど
の
土

塁

が
残
さ

れ
て

お
り
、
往
時

は
こ

の
規
模
で

本

郭
の
四
周

に

め
ぐ

ら
さ

れ
て

い
た
こ

と
が
想
定

さ
れ

る
．

土
塁

の
下
部

を

な
す
切

崖
を
北
側

に
残
さ

れ
て
お

り
、

高
さ

は
約
Ξ
μ

を
は

か
り
、
そ

の
底

鮪
は

窪
地
状
の

地
形
む

な
し

、
か
つ

て
の
空

堀
跡
で

あ
ろ
う
・

大

手
口
は

東
側

に
普
臓
川

の
谷

口
都
が
想
定

さ

れ
、
井

戸
な
ど

の
水
ノ

手
遺
構

は
現

在
の

と
こ
ろ
確
肥

さ
れ
て

い
な

い
．

舘

の
北
側
は
普

蔵
川
を

挟
ん

で
の

向
側
は

中
世
に

お
け
る
佐

野
郷
で

あ

り
、
そ

の
台
地

面
を
囲

む
よ
う

な
形

で
徳
江

郷
が
存
在

し
て

い
た
．
舘

の

す

ぐ
南

側
は
徳
江

郷
の
土

屋
田
在

家

跡
で
、

戦
国
期
天

文
の

乱
以
前

は
萱

場
蔵
之

助
・
野

田
六
郎

の
相
給

地
で

あ
っ

た
の
を
、
徳

江
舘

の
舘
主

と
思

わ
れ

る
徳
江
山
城

が
買

い
受
け
て

お

り
．
乱

後
伊
達

睛
宗
に
よ

っ
て

安
堵

さ
れ
て

い
る
こ

と
か
知
ら

れ
る
．一
｀
″

翡
ａ

酲

４

．）
舘

の
本

郭
４

薫

川
と
の
間

の
畑
地

か
ら
は
ゝ

扁
ヤ

鏡
な

ど
の
石
製

模
造
品

か
出
土

し
た
．

五
世
紀

頃
の
祭

祀
遺
跡
で

塚

野
目
古

墳
群

と
の
係
わ

り

が
問

題
と
な

る
．

出
土
品
は
国
見
町

（
教
育
委
員
金
保
管
）
　
　

彳
゜
“
た

反

畑
舘
の
地

名
で
あ

る
反
畑

は
．

焼
畑
を

章
味
す

る
こ

と
ば
で
あ

り
東

北
日
本

に
分
布

が
多

い
と
さ
れ

る
．

か

つ
て
こ
の

地
城
に

お

い
て
も

、

焼
畑

農
耕
の
行

わ
れ

た
こ
と
を
示

す

も
の
で

あ
ろ
う
．

参

考
文
献

「
国

見
町
史
」

「
国
見

町
文
化

財
調

査
報
告

書
」
Ｈ

『
徳
江
村

地
籍
図

』

「
福
鳥

県
の
中
世

城
舘
」

「
地

名
の

晒
源
」

国
保
コ
ー
ナ
ー

み
ん
な
で
守
ろ
う

国
保
制
度

わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
も
家
族
み

ん
な
か
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
お
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
や
ヶ
ガ
は
、
あ
る

日
突
然
わ
た
し
た
ち
を
お
そ
う
こ
と

か
多

い
も
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
、
か
か

り
た
医

療
費
を
全
額
自
分
で
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
た
ら
、
精
神
的
苦
痛
だ
け
で

な
く
。
経
済
的
苦
痛
ま
で
も
背
負
い

こ
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸

い
、
わ
か
国
に
は
『
国
民
皆
保

険
』
と
い
う
医
療
保
険
制
度
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
加
入
者
が
日

ご
ろ
か
ら
収
入
に
応
じ
て
お
金
を
出

し
あ

い
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き

の
医
療
費
に
あ
て
よ
う
と
い
う
助
け

あ
い
を
目
的
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い

ま
す
。

わ
た
し

た
ち
の
健
康
生
活
を
守
る

大
切
な
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て

い

た
だ
き
、
み
ん
な
で
守
っ
て

い
き
ま

国
保
を
さ
さ
え
る
保
険
税

国
保
に
加
入
す
る
と
、
保
険
税
を

納
め
る
義
務
が
生
じ
ま
す
．
納
め
ら

れ
た
保
険
税
は
、
国
な
ど
の
補
助
と

あ
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や
ヶ

ガ
を
し
た
と
き
の
医
療
費
を
は
し
め
、

子
ど
も
か
生
ま
れ
た
り
。
家
族
の
だ

れ
か
か
亡
く
な
っ
た
と
き
の
袷
付
の

費
用
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
保
険
税
は
国
保
を

運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
な
の

で
す
。

保
険
税
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

滞
納
す
る
と

み
ん
な
が
困
り
ま
す

み

な
さ
ん

が
日

ご
ろ
納

め
て

い
る

保
険
税

は
、
国

保
制
度

を
守
る
大

切

な
財
源

で
す

。

み
な

さ
ん
の

な
か
に
、
も

し

「
病

気
を
し

な

い
か

ら
」
と

か
、

「
面
倒

だ
か

ら
」
、
『
納

付
書
を

ど
こ

に
し

ま

り
た

の
か
わ
か

ら
な

い
か

ら
』
な

ど

の
理
由
で

、

保
険
税
を
滞
納

し
て

い

る
人

が
い
る

と
し
た
ら
、
す

ぐ
改

め

て

い
た
だ
き

た
い
の
で
す

。

そ
れ
は

、
財
源

か
確
保
で

き
な

い

ば
か
り
で

な
く

、
き
ち
ん

と
納

め
て

い
る
人

と
の
間

に
不
公
平
か

生
じ
、

ｊμ

刪

粉
軻

桝
明

糾
こ
と
に
な

る
か
ら

で

す
。



身
体
障
害
者

補
装
具
相
談
会

身
体
陣
害
者
の
裨
装
具
相
談
会
が

次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
．

補
装
具
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
’

▽
日
時
及
び
鳩
所

平
成
元
年
七
月
三
日
（
月
）

午
前
十
時
か
ら
正
午
１
で

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
老

人
子

ど
も
室

）

▽
持
参
す
る
も
の

○
身
障
者
手
帳
（
戦
傷
手
帳
）

○
保
険
証

○
印
暖

サ
ー
ビ
ス
業

基
本
調
査
に

御
協
力
を

総
務
庁
で
は
．
七
月
一
日
現
在
で

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
．
近
年
、
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
の

進
展
に
よ
り
、
我
が
国
の
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
．

こ
の
調
査
は
．
統
計
法
に
基
づ
く

指
定
統
計
調
査
と
し
て
行
う
も
の
で
、

今
回
か
第
一
回
目
の
調
査
で
あ
り
、

サ
ー
ビ
ス
巣
事
業
所
の
従
業
者
数
、

事
業
収
入
金
額
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
．
調
支
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
．
調
査
票
は
、
統
計
上
の

目
的
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
課
税
な
ど

の
他
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
．
調
査
は
、
事
業
所
統

計
調
査
（
変
助
状
況
に
關
す
る
調
査
）

と
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
．
六
月
下
旬

か
ら
飼
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
て

調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
爾
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い
．

危
険
が
い
っ
ぱ
い

山

や

川

例
年
、
六
月
を
迎
え
る
と
水
難
や

山
岳
遭
難
な
ど
痛
ま
し
い
事
故
が
目

立
っ
て
き
ま
す
．
昨
年
、
県
内
で
夏

（
六
月
～
八
月
）
の
期
間
中
に
発
生

し
た
水
羅
事
故
は
三
十
二
件
（
年
間

五
十
七
件
｀
山
岳
遭
難
事
故
は
八
件

（
年
間
三
十
六
件
）
と
集
中
し
て
お

り
、
水
難
で
は
小
学
生
以
下
の
児
童

か
．
山
岳
遭
難
で
は
山
菜
採
り
の
老

人
か
犠
牲
と
な

り
て
い
る
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
す
．

こ
れ
か
ら
川
や
海
で
の
水
遊
び
．

登
山
な
ど
シ
ー
ズ
ン
が
本
格
化
し
て

来
ま
す
．
十
分
に
注
意
し
て
楽
し
い

夏
を
遇
ご
し
ま
し
ょ
う
．

〔
保
護

者
の
方

へ
〕

○
危
険
な
水
辺
で
避
ん
で
い
る
子
ど

も
を
見
か
け
た
時
は
、
進
ん
で

Ｉ

声
を
か
け
、
安
全
な
場
所
で
遊

ぷ

よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

ご
存
じ
で
す
か
？

建
築
行

政

モ
ニ

タ
ー

建
築
行
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
建

築
及
び
宅
地
開
発
に
対
し
て
適
切
な

指
導
、
啓
発
．
行
政
機
関
へ
の
通
報

な
ど
に
関
し
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

違
反
建
築
、
違
反
宅
地
開
発
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
．

平
成
元
午
贋
か
ら
二
年
間
、
当
町

担
当
の
福
鳥
県
瞳
築
行
政
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
、
次
の
方
が
県
知
事
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
建
築
な
ど
に

関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
県
へ
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
建
築
行
政
モ
・一
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
・

小
野
喜
一
（
お
の
建
築

耿
齡
事
務
所
）

桑
折
町
字
諏
舫

船
ノ
2
2

一

ハ
ニ
ー
三
〇
〇
四

県
の
行
政
機
関

土
曜
閉
庁
の
お
知
ら
せ

○
県
の
行
政
機
関
は
、
五
月
十
三
日

の
土
曜
日
か
ら
、
毎
月
二
回
．
第

一
７

第
四
土
曜
日
が
休
み
と
な
り

ま
す
。

○
た
だ
し
、
県
立
の
学
校
や
病
院
、

図
番
館
、
美
術
館
、
博
物
館
、
運

転
免
肝
セ
ン
タ
ー
（
運
転
免
許
証

の
更
新
事
務
）
な
ど
は
。
今
ま
で

ど
お
り
事
務
を
行
い
ま
す
。

○
そ
の
ほ
か
に
も
、
第
二
・
第
四
上

曜
日
に
事
務
を
行
う
行
政
槻
関
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ご
利

用
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
パ

ー
ト
セ

ン

タ
ー
」

を

開
　
　
設

福
島
県
、
福
島
公
共
廠
業
安
定
所

で
は
、
六
月
一
日
か
ら
福
鳥
県
自
治

会
館
（
県
庁
西
隣
り
）
に
「
福
島
パ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
闘
設
し
ま
し
た
。

パ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
パ
ー
ト
で
働

き
た
い
方
の
相
談
や
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
を
採
用
し
た
い
方
の
求
人
受
付

及
び
雇
用
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
取
扱
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（
祝
祭
日
は
休
み
で
す
）

○
相
破
・
問
い
合
わ
せ
先

・
福
島
パ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
一
ニ

ー

一
一
一

て

内
線
二

六
八
四
）

・
福
鳥
公
共
職
業
安
定
所

（
一

三
四
―
四

二
一
こ

河

川

を

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

毎

年
七
月

一
日
か

ら
三

十
一
日
ま

で
の

一
か
月

間
は
、
河

川
愛

護
月
間

で
す

．
町
で
は

、
町
内
を

流
れ

る
普
蔵
川
．

滝
川

．
牛

沢
川
の
一
二
河

川
を

重
点
に
、

今
年

も
次

の
と
お
り

関
係
町
内

会
、

河
川

愛
護
団

体
の
協

力
を
得
て

、
一

斉

に

”
々
／
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦

”
を

展
開

し
ま
す
．

○
実
施
期
日

七
月

二
日

（
日
）

午
前
八
時
か
ら
午
前
十
時
ま
で

○
実
施
河
川

滝
　
川
　
四
・
五
㎞

牛
沢
川
　
二
・
〇
』

普
藏
川
　
一
・
五
㎞

警
察
官
募
集

（

大

卒

程

度

）

▽
賦
験
職
種
：

▽
採
用
人
員
：

▽
受
験
資
格
；

▽
受
付
期
間
：

警
察
官
Ａ

約
2
0名

昭
和
3
7年
４
月
２
日

か
ら
4
3年
４
月
１
日

ま
で
生
ま
れ
の
男
子

（
大
学
卒
程
度
）

平
成
元
年
６
月
1
2日

か
ら
７
月
1
1日
ま
で

詳
し
く
は
、
桑
折
警
察
署
藤
田
駐

在
所
（
霖
八
五
―
二
○
五
九
）
へ
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
・



ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

試
　
験
　
案
　
内

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
試
験
を

次
の
要
領
で
行
い
ま
す
．

▽
賦
験
の
資
格

電
話
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

電
信
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士

▽
受
付
期
間

七
月
一
日
～
七
月
二
十
五
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
試
験
日
時

九
月
二
十
七
日
及
び
九
月
二
十
八

日
の
う
ち
指
定
す
る
日
時

▽
試
験
地

郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
試
験
手
数
料

二
、
三
六
二
円

（
受
験
票
郵
送
料
を
含
む
）

▽
申
謫
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
知
仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目

九
１

匸
二
　
仙
台
ホ
リ
ピ
ル

軻
無
線
従
事
者
国
家
試
験
セ
ン
タ

ー
（

魯
○
ニ
ニ
ー
ニ
ニ

ー

四
一

四
六

間
伐
で
健
全
な
山
づ
く
り

～
補

助
制
度
の
活
用
を
～

間
伐
の
遅
れ
は
、
雪
折
れ
、
病
害

虫
兇
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
間
伐
促
進
の
た
め
補
助

制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
の
で

ご
活

用
く
だ
さ
い
。

対
象
樹
齢

補
助
額

１１
‥
年
生
～
3
5
年

生

六
五
、

四
〇
〇

円

（
一

ヘ
ク
タ

ー
ル
ｙ

－

六
士

．一
年

度
実
績
－

松
く
い
虫
か
ら
松
を
守
ろ
う
!

～
空
中
散
布
に
ご
協
力
を
～

松
く
い
虫
は
松
の
伝
染
病
で
す
。

こ
の
被
害
か
町
全
域
に
広
が
る
恐
れ

か
あ
り
ま
す
。

町
で
は
大
切
な
松
の
緑
を
守
る
た

め
．
被
書
木
の
伐
倒
駆
除
と
合
わ
せ

て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
藁
刑
散
布

を
行
い
ま
す
．
散
布
地
周
辺
の
杵
さ

ん
や
松
林
所
有
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
．

◆
散
布
地
区

◆
期
　

日

泉
田
、
新
田
集
鹿
川

辺
松
林

６
刀
2
3口

７
月
７
日

な
お
、
雨
天
、
強
風
の
場
合
は
期

日
を
変
更
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
．

◆
散
布
時
聞

午
前
４
時
3
0分
～
午
的
８
時

◆
散
布
時
の
注
意

①
散
布
当
口
は
散
布
地
に
入
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

②
敵
布
地
周
辺
で
は
窓
を
閉
め
、

洗
濯
物
や
飲
食
物
を
戸
外
に
出

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

③
歓
布
地
周
辺
の
牧
草
．
桑
な
ど

は
．
散
布
加
に
収
穫
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
。
桑
は
散
布
後
十

日
川
ほ
ど
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

④
万
か

で

体
に
薬
液
か
付

い
た

時
は
、
す
ぐ
に
石
け
ん
で
洗
い

落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

間
伐
と
空
巾
散
布
に
つ
い
て
の
詳

し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
産
豪

蹂
（
酋
八
五
ｉ
ニ

ー
ー
て

内
線
二

三
一
）
ま
で
。

▲ヘリコプターによる薬剤散布

戸籍 の窓 口
（５月受付分）

出生おめでとうございます

子 の名　保 鏝 者　町内会
息( めぐ み〉佐藤　 茂 中　 郎

幸 加(さ ちか)吉田 重夫 山崎 鰈
亮( り ょ う〉鈴木 一弘 耕　 谷

麻 衣(ま　 い〉渡邊三喜雄 宮　 東

英
里(え　 り)渋谷 修一 上　 野

大 輔(だいすけ)舟山 震継 耕　 谷
彩 華(あ やか)宍戸　 徹 第　 一
綾( あ　 や)菊地　 学 源京山東

真 人(ま さと)玉手　 淳 中　 部
沙 織(さ おり)渡辺　 浩 山崎小舘

結婚おめでとうございます

氏　　名
松 禰 広 光
佐 竹 良 子
安 藤 秀 志
庄 司 八千代
秦　　正 徳
谷 津 君 枝
安 達 元 昭
藤 田 則 子
阿 部　　亨
開 鳩 美 和

町内会
大木 戸
白 石 市
前　 田
福鳥 市

大町F耨
大 木戸
大町 市

櫑鳥 市
大 木戸
福鳥 市

おくやみ申し 上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

古 田　ヨ　シ　　86　　 第　 四
菊 地 ハルノ　　88　　 石毋田西

樋 ロ　ミ　ツ　　84　　 宮 町 南
滝 川　ヨ　テ　　87　　 緋　 谷

斎 藤　ク　ラ　　75　　 貝　 田
佐 藤 武 夫　　66　　 宮 町 北

食 藤　い　す　　85　　 小　 坂
松 浦 哲 也　　17　　 並　 柳

人 ロ と 世 帯
16 月１日瓏在(前月比)５月中のうごき

人
口

5  恥人 （－ ２）

一女6.226 人 （＋9 〉

魯卜ll ,  972人(  十 7  )

世帯数2  , 凶戸(  十 3 )

転　入 詞人

転 出　16人

出 生 ｎ人

死 亡　8人

心配ごと相談日
崎 所 ： 役崎 二 階 相談 室 ｰ  復 鋼 人 からおÅり下さい3

時 間 ： ９畔 ～12 畤

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽にご 梱談下さい。秘密は略対に書り ます。

〔相 談 員〕

６月24 日 (土）菅野 賛郎・高野 時子

７月５日（水）樋口　清三・商橋 恵子

７月 日 ( 土）曳地　 簽作・佐藤　節子

､6 月　水無月（みなづき）

日 (日）父の日

T19日（月）満 月

2鈿 （水）夏　至

28日（水）貿易記念日　、

７月　文月（ふみづき）

１日（土）国民安全の日

訶JII愛護月間

７日（金）七　夕

小　酋



公
民
館
だ
よ
り

国 見町 公民館

08 5 ｰ 2 6

(  有 ) 4 1 5

ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
教
室

開
　

講

青
少
年

育
成
事
業

と
し

て
中
学
生

を
対
象

と
し
た

『
ジ
ュ

ニ
ア

リ

ー
ダ

ー
教
室

‘
か
、
．こ

の
た

び
開
講
し

ま

し
た
．
こ

れ
は
、

学
校
教
育

．
家

庭

歓
育
で
習

得
で
き

な

い
部

分
の
社
会

教
育
を

、
野
外
活

動
や

レ
ク
リ

ヱ
ー

シ

ー
ン

、
ス
ポ

ー
ツ
な

ど
の
活
動
を

と
お
し
て

必
要
な

知
畿
や
技

術
を
習

得
す
る

と
と
も

に
、
社
会

や
地
域

に

貫
献
で
き

る
リ

ー
ダ
ー
の

養
成
を

目

的
と
し
て
い
ま
す
。

闘
講
式
は
、
五
月
二
十
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
公
民
館
で
、
三
十
名

の
教
窒
生
か
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
の
学
習
は
。
二
泊
三
日
の
野

外
活
動
を
は
匕
め
六
回
の
研
修
か
計

画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
開
講
式
終
了

後
、
第
一
回
の
学
習
と
し
て
公
民
館

か
ら
徒
歩
で
貝
田
駅
ま
で
、
町
の
文

化
財
め
ぐ
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
教
室

生
は
熱
心
に
町
の
文
化
財
を
研
究
し

ま
し
た
。

▲ジ、ニアリーダー歓亶開輿式

成
人
学
級
開
講

一
般
教
養
を
更
に
深
め
、
将
来
を

指
向
し
、
多
様
化
す
る
時
代
に
対
応

で
き
る
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
学
習

目
標
と
し
た
成
人
学
級
の
鬨
講
式
か
。

去
る
五
月
二
十
五
日
、
三
十
七
名
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
。
陥
設

要
項
や
年
間
学
習
計
面
に
つ
い
て
の

説
明
か
あ
り
ま
し
た
か
、
今
年
度
は
、

昨
年
以
上
に
身
近
な
学
習
課
題
に
基

づ
い
た
講
義
の
ほ
か
に
、
見
学
学
習

を
は
し
め
、
実
習
、
話
し
合
い
な
ど

多
様
な
学
習
方
法
か
取
り
入
れ
て
あ

り
ま
す
。

開
講
後
、
第
一
回
の
学
習
と
し
て
、

前
伊
達
町
東
公
民
館
長
菅
野
時
男
先

生
か
ら
「
家
庭
づ
ぐ
り
と
成
人
の
学

習
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
先
生
の
永

年
社
会
教
膏
に
携
わ
っ
た
体
験
に
基

づ
く
有
意
義
な
お
話
を
聞
き
、
主
体

的
学
習
参
加
と
明
る
い
案
庭
、
地
城

づ
く
り
へ
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

な
お
、
六
月
に
は
奥
州
合
戦
八
百

年
を
記
念
し
た
「
史
跡
め
ぐ
り
」
や
。

「
県
蹴
会
傍
聴
」
な
ど
の
兄
学
学
習

が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
か
、
そ
の

後
の
学
習
に
も
敷
多
く
の
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

滝
川
チ
ー
ム
が
優
勝

～
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
～

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
町
予
壞
会
壮

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
火
会
は
、
公
民
館
、

町
体
協
の
主
催
で
、
去
る
五
月
二
十

一
日
。
町
民
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
町
内
各
地
区
の
四

十
歳
以
上
の
男
性
で
編
成
す
る
六
チ

ー
ム
か
参
加
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
熱
戦
か
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
滝
川
チ
ー
ム
か
優
勝
。

七
月
二
十
三
日
に
福
島
市
で
開
催
さ

れ
る
県
北
大
会
に
国
見
町
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

国
見
町
体
育
協
会

会
長
就
任
に

あ
た
っ
て

佐

藤
元
一

あ成人学級開講式

去
る
四
月
十
九
日
、
公
民
館
で
開

催
さ
れ
た
平
成
元
年
度
国
見
町
体
育

協
会
の
総
会
に
お
い
て
、
会
員
皆
様

の
推
薦
を
受
け
体
育
協
会
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
．

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
で
す
の

で
そ
の
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
λ
が
、

町
民
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

頂
き
．
一
生
懸
命
頑
張
る
覚
悟
で
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
．最

近
．・
週
休
二
日
制
を
採
用
す
る

企
業
、
役
所
な
ど
か
増
加
し
て
参
り

ま
し
た
．
一
方
、
農
業
も
随
分
機
械

化
が
進
み
．
以
前
よ
り
は
農
作
業
が

楽
に
な
り
．
多
少
の
余
暇
が
出
て
き

た
も
の
と
存
じ
ま
す
．
余
暇
時
間
の

利
用
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
か
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
事
も
一
方
で
あ
り
、
今
ま
で
よ
り

も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
が
増
加

す
る
も
の
と
推
察
さ
れ
、
体
育
協
会

の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
大
に

な
っ
て
き
ま
し
た
．

現
在
、
国
見
町
体
育
協
会
は
野
球

郎
を
は
じ
め
、
十
四
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
各
地
区

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
な
ど
に
よ

り
て

構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
．
今
年
度
も

砥
々
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
行
事
．
ス

ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
な

ど
か
闘
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
に

参
加
し
、
国
見
町
民
憲
章
に
あ
り
ま

す
よ
う
に
、
健
康
で
た
く
ま
し
い
体

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
’



熱
戦
を
展
開

職
場
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

五
月
二
十
八
日
、
公
民
館
、
町
体

協
主
催
、
福
島
信
用
金
庫
国
見
支
店

協
賛
の
廠
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
か
。
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会

に
は
町
内
の
事
業
所
ご
と
に

編
成
さ
れ
た
十
一
チ
ー
ム
か
出
場
し
、

な
ご
や
か
な
か
ら
も
一
戦
ご
と
に
熟

の
入
っ
た
好
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。戦

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
準
決
勝

国
見
電
子
７
－

Ｏ
藤
田
郵
便
局

睦
商
会
６
－

２
町
役
場
Ｂ

▽
決
　
勝

睦
商
会
６
‐

５
国
見
電
子

Ａ侵鵬した敕商会チーム

町民プールいよいよ開始!!
利用する方はルールを守ってたのしく泳ぎましょう

★開 設 期 間
6  月 明 から８月3 一 までの69 日 間

{気心・水質・天候等か危険な状態にな･･た場 函丿

閉鎖いたしますＪ

★夜間開設期間
７ 月９Ｈ力･ら ８ 川20 日 までの43  日 間

★利 用 時 間
第 １回　9  馳 ) 分～日 時30 分

第２ 川　13 時OO 分～15 時(Ｘ)分

第３川　15 時３０分～17 畔30 分

第４回　ｰ  8 日 : 分～20 時30 分

各回終了３０分前からの人場はご遠慮願います

25分ごと、５分間の休憩かあります　水から1二

かｰ､て休を休めまＬ；う．

★使　用　料

使用耶は、体育センターの玄関に設暇してある| 川

見町運動公園使月|劵」自動劵売機でお水め卜さい

両替は、いたＬてお‘J ませλ．

区　 分
使 用 糾

使　用　単 位
昆 間 夜 間

大　　 人

高　校　生

中学生以下

100円

50円

30円

2 開円

I(X)円

50円

1人I同　２時間以内

(未就学児は焦料と

する)

こ のほか、 コ インロ ノカ ー １００円 かかり ます。

（ 使用後し どり ます｡）

専 川使用は 、町公民 館に申し 込み 下さい。

（５ 日前ま で）

★ 利 用 の 制 限
利川者は「国見町民」を原則とし、混雑・危険防

眦のため次のとおり剛限します。

１ ．』司･占入増 者数は ．幼児j11プー ル50 名．=･=㎜般 用 プ

ー儿１５０名以 内 とし ます．

２． 幼児川プ ー－･レは 、幼児 対象の ため必ず 保謾者闘

伴とし、 小･？j1 年以h の 使川は 、認め ませ ん.:l.

小学生は ．保護 者lpj伴 とします． ただし 、 ４年

生以 ｈで２５Ｍ以.llの泳 力のある 膏は 除 く．

４．夜 川の 使川に’jい ては ．肖少年 健全育成 の’な場

から ． 小・中学 生は保讒者 同伴 とする． 商校生

は ．帰宅時 間を 知らせて 利川して ドさい.

※　 保 護 者は ．資汀:あ る杜会 人に限 ります．

※　 傑護 者 り 名｝は ．陂保躪 者 （･Mjl,）２ 名まで

とします．

★利用者の注意事項
１．酒 筑をj; びた 者、 疲劣し てい る膏の 入場 を簾し

ます ．

２．ピン 慙．危険 拘は もちこ まない でlj さい、

３．準 偏連動は必 ず 行うこと． また． ジャワ‥ をあ

び、 体を水 に４･らし 、iT ， 化粧を洗い 械し ．洗

1夲柚 には10 秒以|; 浸･･ て ドきい ．

４．カ'ムをかみ なから 及び畤､il一等金属 を身 に'j け て

の 水泳を 睛し ます．

５ ．プー ルサ イドを 走1川I･卜･ た り、麗 雑してい ると

きの 醗び込み を 禁ヒます．

６ ．所定の 場所以 外での 飲食 ．喫 婦を 鴆じ ます ．

７ ．コ ー スロープ に腰を かけた り、いた ずらを 廴な

いこ と．

８ ．伝 染璃 の疾病 にかかｰ､ ている 宥． または 鮑の逸

泳杏に迷 感を 及ぼ す おそれか明ら かであ る者は

禁じ ます．

９． 貴重品は 持参 廴ないこ と.

10. 指 導者、 係員の 指示には 必ず 従うこと．



牛
の
放
牧
始
ま
る

～
町

営
牧

増
～

青
々
と
し
た
牧
草
が
茂
・
た
町
営

牧
場
の
開
牧
式
が
、
五
月
十
六
日
午

的
十
一
時
か
ら
牧
場
内
の
牛
頭
観
世

音
碑
朗
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
高
橋
友
義
国
見
牧
野
利
用
組

合
艮
、
冨
水
武
夫
町
長
、
王
手
昭
市

町
議
会
副
議
長
を
は
じ
め
、
県
や
農

協
、
飼
育
農
家
の
関
係
者
か
出
席
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
暇
か
な
気
候
の
た
め
に
、

牧
草
の
伸
び
は
例
年
に
な
く
順
調
で
、

こ
の
日
は
、
三
月
中
句
に
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
附
今
朝
雄
さ
ん
（
徳
江
）

飼
青
の
双
子
の
子
牛
を
は
じ
め
、
六

十
頭
あ
ま
り
か
放
牧
さ
れ
ま
し
た
。

牧
場
に

｝
斉
に
放
さ
れ
る
と
親
子
そ

ろ
っ
て
牋
ぴ
跳
ね
た
り
、
の
ん
び
り

と
草
を
食
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
。
今
年
か
ら
管
理
事
務
所
入

口
に

『
牧
野
草
地
配
置
図
』
の
立
看

板
か
設
置
さ
れ
、
牛
の
放
牧
地
か
ひ

と
目
で
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ダ

イ

ド

ー

ド

リ

ン

コ

福
島
配
送
セ
ン
タ
ー
の

地
鎮
祭
行
わ
れ
る

町
が
山
崎
宇
上
亀
田
地
内
に
誘
致

し
た
白
金
運
輸
（
本
吐
・
岩
手
県
江

刺
市
、
海
鋒
守
杜
長
）
の
福
鳥
富
業

所
「
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
福
島
配
送

セ
ン
タ
ー
」
の
地
鎮
祭
か
、
五
月
十

五
日
、
建
設
予
定
地
の
山
崎
工
葉
団

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
鎮
祭
に
は
地
権
者
、
自
金
運
輸
、

施
工
業
者
、
町
関
係
青
な
ど
三
十
六

人
か
出
席
。
神
事
の
あ
と
海
鋒
社
長
、

冨
永
町
長
ら
が
力
強
く
ク
ヮ
入
れ
、

関
係
者
か
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
、
1
1
2
事

の
安
全
と
早
期
完
成
を
裄
願
し
ま
し

た
。自

命
運
輸
は
清
涼
飲
料
永
の
人
手

メ
ー
カ
ー
『
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
』

の
製
品
を
扱

ウ
て
お
り
、
配
送
セ
ン

タ
ー
完
成
後
は
県
内
を
は
じ
め
、
宮

城
県
、
山
形
県
な
ど
に
缶
ジ
ュ
ー
ス

や
缶
コ

ー
ヒ
ー
を
発
送
す
る
業
務
を

行
い
ま
す
。

町

内

美
化

に

一

役

～
県
北
中
生
徒
会

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

”町
内
か
ら
ご
み
を
な
く
し
環
境
の

美
化
に
一
役
”
と
、
五
月
二
十
七
日
、

県
北
中
生
徒
会
（
武
田
秀
明
生
徒
会

艮
）
か
自
主
的
に
運
営
し
、
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
の
あ
と
。
ク
ラ
ス
毎
に
分

担
さ
れ
た
鳩
所
に
移
動
し
、
早
速
ご

み
拾

い
を
開
始
。
観
月
台
公
園
を
は

じ
め
主
要
道
路
の
空
き
缶
や
紙
く
ず

を
拾

い
集
め
、
そ
の
量
は
ニ
ニ
ト
ラ

″
ク
二
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
に
大
よ
ろ
こ
び

～
小
坂
小
で
さ
な
ぶ
り
～

五
月
十
六
日
、
小
坂
小
学
校
｛
浅

野
榮
校
艮
｝
で
、
児
康
全
貝
が
参
加

し
「
さ
な
ぶ
り
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
五
月
十
二
口
に
学
校
裏

の
学
習
田
で
田
植
え
を
行
い
、
そ
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
今
後
の
苗
の
成
長
を

折
る
「
さ
な
ぷ
り
」
で
も
ち
っ
き
を

す
る
風
習
を
。
身
を
も
っ
て
体
験
し

よ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
昨
年

収
穫
し
た
モ
チ
米
約
二
十
七
キ
ロ
を

キ
ネ
と
ウ
ス
を
使
り
て
つ
き
上
げ
、

出
来
上
が
っ
た
も
ち
は
き
な
粉
と
ゴ

マ
も
ち
に
調
理
さ
れ
、
早
速
、
全
員

で
会
食
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ブ
ラ

ジ
ル
農
業
研
修
生

九
人
も
招
待
さ
れ
、
児
童
と
い
っ
し

ょ
に
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
、
研
修
生

の
一
人
宇
野
百
合
子
さ
ん
は
「
ブ
ラ

ジ
ル
で
も
お
盆
と
お
正
月
に
は
も
ち

を
食
べ
ま
す
か
。
も
ち
つ
き
を
す
る

の
は
初
め
て
。
と
て
も
楽
し
い
Ｊ

と

話
し
て
い
ま
し
た
。

▲双子の子牛も放牧

あ工事の安全を祈爾する富永町長

▲県北中クリーンキャンペーン

▲はじめてのもちつきを楽しむブラジル農輿研修生

編
集
日
記

〇
六
月
に
入
り
、
衣
が
え
と
同
時
に

真
夏
日
を
記
録
し
た
り
、
肌
寒
い
日

か
あ
っ
た
り
、
不
順
な
天
候
か
続
い

て
い
ま
す
。
梅
雨
入
り
を
前
に
、
体

の
調
子
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
先
日
。
県
北
中
生
徒
会
が
行
っ
た

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
取
材
に

行
き
観
月
台
公
園
を
歩
い
て
み
ま
し

た
か
、
犬
の
糞
か
日
に
つ
き
ま
し
た
。

町
民
憩

い
の
場
と
し
て
観
し
ま
れ
て

い
る
公
聞
で
す
。
飼
主
の
方
は
。
責

任
を
も
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

○
行
事
や
話
題
か
あ
る
と
き
は
、
取

材
に
行
き
ま
す
の
で
企
両
課
広
報
広

聴
係
（
壼
8
5
1二
一
一

气

内
線
二

五
三
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

発
叮
ｙ
ａ

Ｉ

国
兇
町
企
画
゛

福
島
県
伊
達
一

国
ｕ
’町

人
字
藤
川
字

．
Ｆ
Ⅲ
．
．２
の
１

母
九
六
九
ｉ‘
．
匕
　

魯
｛
０
．一
四
．ｈ

｝
八
瓦
－
．
…

．

’代
友
）
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